
〈
研

究

論

文

７

〉

新

渡

戸

稲

造

と
北

村

透
谷

―
近
代
日
本
に
お
け
る
ク
ェ
ー
カ
ー
派
の
受
容
と
展
開
―

森
　
上
　
優
　
子

は
じ

め

に

本
稿

の
目

的
は
、

近
代

日

本

に
お
け

る

キ
リ

ス

ト
教

ク
ェ

ー

カ
ー
派

（
Ｑ
ｕ
ａ
ｋ
ｅ
ｒｓ
）
の
受

容
と
展

開
に
つ

い
て

考
察
す

る
こ
と
で

あ
る
。
教
育
者

と
し
て
、
ま
た
「
太
平
洋
の
橋
」
と
し
て
国
際
舞
台
で
活
躍
し
た
新
渡
戸
稲

造
（
一
八
六
二
～
一
九
三
三
）
と
日
本
平
和
会
の
設

立
に
参
画
し
、
平
和
運
動

を
展
開
し
た
北
村
透
谷
（
一
八
六
八
～
一
八
九
四
）
を
取
り
上
げ
、
両
者
の

「
心
」
に
関
す

る
言
説
に
着
目
し
、

ク
ェ
ー
カ
ー
派
を
通

じ
た
キ
リ

ス
ト
教

思
想
が
近
代
日
本
に
お
け
る
自
己
認
識
に
ど
の
よ
う
に
反

映
さ
れ
た
の
か
を

検
証
す
る
と
と
も
に
、
彼
ら
の
社
会
活
動
へ
の
影

響
に
つ
い
て

も
言
及
し
て

み
た
い
と
思
う
。

一
　

ク

ェ

ー

カ

ー

派

に

つ

い

て

ク
ェ
ー
カ
ー
派
と
は
、
一
七
世
紀
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
フ
ォ
ッ
ク
ス

（
Ｇ
ｅ
ｏ
ｒ
ｇ
ｅ
　
Ｆ
ｏ
ｘ
　
一
六
二
四

～
一
六
九
一
）

が

イ

ン

グ

ラ

ン
ド

で

創

始

し

た

キ

リ

ス

ト
教

プ

ロ
テ

ス

タ

ン
ト

の

一
派

の

こ

と

で

あ

る
。

ク

ェ

ー

カ
ー

派

は
、

自

ら

の

拠

り

所

を

、

聖

書

や

信
仰

箇

条

よ

り

も

人

種

や

階
級

、

性

別

に
区

別

な
く
、
万
人
に
宿
る
と
さ
れ
る
「
内
な
る
光
」
（
Ｉ
ｎ
ｎ
ｅ
ｒ
　
Ｌ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
）
に
見
い
だ

し

て

い

る

と

こ

ろ

に
特

徴

が

あ

る
。
「
内

な

る
光

」

は

、
「
キ

リ

ス

ト

の
内

在

」
、
「
人

の
内

な

る
神

性

」

な

ど
と

い
う

言

葉

と

し

て

も
表

さ
れ

、

普

遍

的

な

真

理

で

あ

り

、

こ
れ

を

人

々
が

知

る

に
は

、

観

念

と

し
て

で

は
な

く

、

内

的

な

。
神

秘

的
な

体

験

に

お

い
て

ほ

か

に
は

な

い
と

さ

れ

る

。

こ

の
よ

う

な
光

の
普

遍

性

か

ら

、

ク

ェ

ー

カ

ー
派

の

社

会

活

動

の
基

本

姿

勢

と

は
、

万
人

に

内
在

す

る

「
内

な

る
光

」

に
応

え

る

こ

と

で

あ

っ
た
。

教
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徒
は
、
自
分
の
持
つ
「
内
な
る
光
」
を
、
他
者
も
持
っ
て

い
て

、
そ
の
同

じ

光
に
訴

え
て
、
真
理
へ
と
近
づ
き
、
全
人
類
の
結
合
、
世
界
の

一
致
を
目
指

し
た
。
特
に
、
階
級
、
人
種
、
社
会
的
差
別
に
よ
る
上
下

の
差
を
撤
廃
す

る

な
ど
の
社
会
活
動
を
進
め
た
。

二
　

新

渡

戸

稲
造

に

お
け

る

「
心

」

の

把

握

新
渡
戸
が
ク
ェ
ー
カ
ー
教
徒

に
な
っ
た
の
は
ア
メ
リ

カ
に
留
学
後
の
一

八

八
六
（
明
治
一
九
）
年
、

ボ
ル
チ
モ

ア
の

ク
ェ
ー

カ
ー
集

会
、

ボ
ル
チ
モ

ア

友

会
の

会
員

に
な

っ
た
と
き
で
あ

る
。
彼

は
ク
ェ
ー
カ
ー
派
の
礼
拝
の
特
徴

を
「
黙

座
冥
想
を
主
と

し
、
各
自
直
接

神
霊
に
交
は
る
」
（
「
友
徙
」
『
帰
雁
の

蘆
』
「
全
集
」
六
巻
　
一
三
九
頁
）
こ
と
と
す

る
。
そ
れ
は
、
儀
礼

な
ど
の
形

式

を
重
視
す
る
当
時
の
米
国
に
お
け
る
プ

ロ
テ
ス

タ
ン
ト
の
教
会
と
比
較
す

る

と
神
秘
主

義
的
傾
向
が
強
く
、

新
渡
戸

は
、

ク
ェ
ー
カ
ー
派

に
よ
り

、
「
宗

教

は
外

部
の
形
式

に
あ
ら
で
内

心
の
働
き

で
あ
る
」
（
「
友
会
徒
の
生
活
」
『
人

生
雑
感
』
『
全
集
』
一
〇
巻
　
二
三
頁
）
と

い
う
宗
教
観
を
持
ち
得
る
に
至

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
新
渡
戸
は
宗
教
に
お
い
て
「
心
」
を
重
視
す
る
が
、

そ
の
主

張
は
生
涯
を
通
じ
て
修
養
論
や
宗
教
論
の
な
か
で
積
極
的

に
展
開

さ
れ

た
。

ク
ェ
ー
カ
ー
派

を
通
じ
て

キ
リ
ス
ト
教
を
理
解
し

た
新
渡
戸

は
、
「
心
」
を

ど
の
よ
う
に
把
握
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

わ
れ
わ
れ
を
赦
し
た
り
告
発
し
た
り
で
き
る
一
つ
の
”
力
”
が
宿
っ
て

働
い
て
い
る
。
こ

の
力
が
活
動
を
や

め
る
と
、
わ
れ
わ
れ
は
す

っ
か
り

暗
黒

と
な

る
。
聖
轡

は

”彼

”
を
称
し
て

「
世
に
来
た
り
て
す
べ
て
の

人
を
照
ら
す
”
光
”
」
と
い
う
。
こ
の
”
力
”
に
は
生
長
力
が
あ
る
か

ら
。
ジ
ョ
ー
ジ
ー
フ
ォ
ッ
ク
ス
は
こ
れ
を
「
”
種
子
″
」
と
よ
ん
だ
。
フ

オ
ッ
ク
ス
と
そ
の
信
徒
は
、
ま
た
こ
れ
を
「
”
内
な
る
光
”
」
と
名
づ
け

た
。
　
　
　
（
「
沈
黙
の
時
間
」
『
随
想
録
補
遺
』
『
全
集
』
二
一
巻
　
二
二
（
頁
）

ク

ェ
ー

カ

ー

派

が

重

視

す

る

「
光

」

に

つ

い

て
、

フ

ォ

ッ

ク

ス
は

「
心

を

光
に
よ
っ
て
、
光
の
源
で
あ
る
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
向
け
て
い
る
あ
な
た

が

た

は
す

べ

て

、

そ

の
光

に

よ

っ
て

イ

エ
ス

を

見

る

こ

と

が

で

き

る
」
（
牧

会
『
書
簡
』
｛
Ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｔ
ｌ
ｅ
ｓ
｝
九
〇
（
一
六
五
五
）
）
と
語
る
。
そ
の
光
と
は
、
「
し
か

し

、

そ

の
方

、

す

な

わ
ち

、

真
理

の

霊

が

来

る
と

、

あ

な

た

が

た

を

導

い
て

真

理

を
こ

と

ご
と

く

悟

ら

せ

る
。

そ

の

方

は
、

自

分

か

ら

語

る

の

で

は

な
く

。

聞

い

た
こ

と

を

語

り

、

ま

た

、
こ

れ

か

ら
起

こ

る
こ

と

を

あ

な

た

が

た

に
告

げ

る

か
ら

で

あ

る
」
（
ヨ
（

ネ
に
よ
る
福
音
書
一
六

‥
一
三
、
新
共
同
訳
）
と

い
う

言

葉

な
ど

で

示

さ

れ

る

ご

と

く

、
「
イ

エ
ス

の
言

葉

に
従

っ
て

真

理

を

更

に

深
く
我
々
に
啓
示
す
る
こ
と
の
で
き
る
神
の
言
葉
そ
の
も
の
」
で
あ
っ
た
。

新

渡

戸

は

「
心

」

に

こ

の

「
内

な

る
光

」

が

内

在
す

る
と

把

握

す

る
。

そ

し

て

こ

の

「
内

な

る

光

」

の

特

徴

を

、
普

遍

的

で

あ
り

、
人

種

、

男

女

、

老

若

の
区

別

な

く

、

平

等

に

万

人

に
宿

る

点

に
あ

る
と

し

た
。

人

間

に

は

男

で

も

女

で

も

、
貴

き

に
も

賎

し
き

に
も

、

又

既

に

子

供

に

も

、

フ

ォ

ッ
ク

ス
の

言

ふ

や

う

に
、

そ

の

心

に
種

子

が

植

ゑ

つ
け

ら

れ

て

居

る

。

良

心

本

心

に

基

督

の
種

子

が

あ

っ
て

、

之

を

育

て

れ

ば

、

即

ち

善

を

好

み
悪

を

憎

む

の

観
念

、

神

を

畏

れ

る

の
観

念

と

な

る

。

（
「
ク
リ
ス
マ
ス
に
就
で
」
『
人
生
雑
感
』
『
全
集
』
一
〇
巻
　
一
四
七
頁
）



新

渡

戸

は

、
「
内

な

る

光

」

の

普

遍

性

か

ら

精

神

的

側

面

に

お

け

る
人

類

の

一
致

を

強

調

す

る
。

万

人

の

「

心

」

の

な

か

に

は

生

ま

れ

な

が

ら

に
し

て

「
内

な

る

光

」
、
「
基

督

の

種

子

」

が

内

在

す

る
と

認

識
す

る
彼

は

、

人

間

は

例

外
な

く

。
だ

れ

も

が

キ
リ

ス
ト

と

と

も

に

あ

る
存

在

で

し

か

あ

り

え

な

い

と

い

う
主

張

を

繰

り

返

し

、

人

間

の

平

等

性

の

根

拠

と

し

た
。

ま

た

、

新

渡

戸

は

「
内

な

る

光

」

が

宿

る

が

故

に
、
「

心
」

は

行

動

の

判

断

基
準

と

な

る

と
し

た
。

自

分

の

心

に
省

み

良

心
に

質

し

て

、

正

し

い
と

思

へ
ば

何

処

迄

も

遣

る

と

い

ふ
事

で

あ

る
。

根

本

は

心

で

あ

る
。

心
が

正

義

と

し

、

是

な

り

と

信

ず

る
所

を
行

ふ
。

（
「
友
会
徒
の
生
活
」
『
人
生
雑
感
』
『
全
集
』
一
〇
巻
　
二
九
頁
）

新

渡

戸

は
、
「

心

が
正

義
」

と

す

る

と

こ

ろ

を

行

う

べ
き

で

あ

る

と

し

、

そ
の
と
き
。
「
そ
れ
は
神
の
導
き
で
あ
る
」
（
「
友
会
徒
の
生
活
」
『
人
生
雑
感
』

三
二
頁
）
と

す

る
。

こ

の

よ

う

に
、

キ

リ

ス

ト

教
倫

理

は

、
「
内

な

る
光

」

を

内

包

す

る
限

り

に

お
い

て

、
万

人

が
平

等

に
負

う

神

に

対

す

る
義

務

と

さ

れ

、

新

渡

戸

は

、
「
心
」

を

人

間

の

自

律

的

主

体

形

成

の

枢

軸

に

位

置

付

け

た
。

こ

の

キ
リ

ス

ト
教

倫

理

が

行

動

の
判

断

基

準

と

な

る

点

に

つ

い
て

は
、

透

谷

の

「
心

」

の

把

握

に

も

そ

の
共

通

性

を

見

い

だ

す

こ

と

が

で
き

る
。

○

真

正

の

勧

懲

は
心

の

経

験

の
上

に

立

た

ざ

る

べ

か

ら

ず
、

即

ち
内

部

の

生

命

の

上

に
立

た

ざ

る

べ

か

ら

ず

、

故

に

内

部

の

生

命

を

認

め
ざ

る
勧

懲

主

義

は
、

到

底

真
正

の

勧

懲

な

り

と

云

ふ

べ

か

ら

ざ

る

な

り
。

（
「
内
部
生
命
論
」
『
全
集
』
二
巻
　
二
四
三
頁
）

○
善
悪
正
邪
の
区
別
は
人
間
の
内
部
の
生
命
を
離
れ
て
立
つ
こ
と
能
は
ず
、

…

…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
「
内
部
生
命
論
」
前
掲
　

二
四
五
頁
）

「
内

部

の

生

命
」

と

は
、

後

述

す

る

と

こ

ろ
の

「
内

な

る

光
」

の
意

と

理

解

で
き
る
。
次
に
、
透
谷
と
ク
ェ
ー
カ
ー
派
と
の
関
係
、
透
谷
の
「
心
」
の
把

握

に

つ

い

て

み

て
み

た

い
。

三
　
北
村
透
谷
に
お
け
る
「
心
」
―
「
秘
宮
」

自

由

民

権

運

動

か

ら

の
離

脱

に
よ

る

絶
望

の

な

か
、

石

坂

ミ

ナ

と
の

出

会

い

に

よ

り

、

キ
リ

ス

ト
教

に

入

信

す

る

に

至

っ
た

透

谷

は
、

一

八

八

八

（
明

治
二
一
）
年
に
日
本
基
督
一
致
教
会
（
後
の
日
本
基
督
教
会
）
所
属
の
数
寄

屋

橋

教

会

で

田

村

直

臣

よ
り

受

洗

し

、

一

八
九

三

（
明
治
二
六
）
年

に

は

麻

布

基

督

教

会

に
転

会

す

る
。

こ

の
よ

う

に
、

彼

は

生
涯

を

通

じ

て

ク

ェ

ー

カ

ー
派

に
所

属

す

る
こ

と

は

な

か

っ

た
。

し

か

し

な

が

ら

、
当

時

の

彼

の
活

動

を

振

り

返

る
と

。

ク

ェ
ー

カ

ー

派
と

の

結

び

つ
き

が

密

接
で

あ

る
こ

と

が

わ

か

る
。

以

下

に
ま

と

め

る
。

①

一

八

八
九

（
明
治
二
二
）
年
一

一

八
九

三

（
明

治
二
六
）

年

の

間
、

大

英

聖

容

会

社

の

代

理

人

で

あ

る

プ

レ

ス

ウ

ェ

イ

ト

（
Ｇ
ｅ
ｏ
ｒ
ｇ
ｅ
　
Ｂ
ｒ
ａ
ｉｔ
ｈ
-

w
ａ
ｉ
ｔ
ｅ
）
や
ク
ェ
ー
カ
ー
派
の
宣
教
師
で
あ
る
コ
ー
サ
ン
ド
（
Ｊ
ｏ
ｓ
ｅ
ｐ
ｈ

Ｃ
ｏ
ｓ
ａ
ｎ
ｄ
）

の

通

訳

、

翻

訳

者

と

な

っ

た
。

そ

の

関

係

か

ら

、

フ

レ

ン

ド

教

会

で
演

説

を

行

っ
て

い

る
。

②

ク

ェ
ー

カ

ー

派

の
加

藤

萬

治

と

と
も

に

日
本

平

和

会

を

一

八

八

九

（
明

治
二
二
）
年

に
創

立

し

、

そ

の

機

関
誌

「
平

和

」

の

主

筆
と

な

る
。
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③

一

八

九

〇

（
明

治

二

三

）

年

に

、

ク

ェ

ー

カ

ー

派

が

経

営

す

る

普

連

土

女

学

校

の

英

語

教

師

と

し

て

就

職

す

る

。

④
ク
ェ
ー
カ
ー
派
の
創
始
者
で
あ
る
ジ
ョ
ー
ジ
・
フ
ォ
ッ
ク
ス
を
カ
ー
プ

イ
ル
の
著
『
サ
ー
タ
ー
・
リ
ザ
ー
タ
ス
』
（
Ｓ
ａ
ｒ
ｔ
ｏ
ｒ
　
Ｒ
ｅ
ｓ
ａ
ｒ
ｔ
ｕ
ｓ
）
　
を
通

し

て

知

っ

て

い

た

。
「

二

宮

尊

徳

翁

」
（

一

八

九

一

）

に

、

以

下

の

よ

う

な

記

述

が

あ

る

。

翁

は

稀

代

の

理

財

家

に

し

て

、

而

し

て

独

得

の

大

信

仰

を

有

し

、

天

来

の

心

内

生

に

よ

り

て

終

生

を

犠

牲

的

に

職

事

し

了

り

た

る

人

傑

な

り
。
彼
の
英
国
の
奇
俊
ジ
ョ
ル
ヂ
・
フ
オ
ッ
ク
ス
、
を
激
称
せ
し
サ
ル

タ
・
レ
ザ
ル
タ
ス
の
記
者
今
日
若
し
有
ら
ば
、
必
ら
ず
疾
呼
し
て
尊
徳

翁

を

英

雄

の

一

人

に

数

ふ

る

な

る

可

し

。

（
「
二
宮
尊
徳
翁
」
『
全
集
』
　
一
巻
　
二
五
三
頁
）

「

天

来

の

心

内

生

」

と

い

う

表

現

は

、

先

の

「

内

部

の

生

命

」

に

通

じ

る

も

の

で

あ

り

、

ク

ェ

ー

カ

ー

派

が

主

張

す

る

と

こ

ろ

の

「

内

な

る

光

」

の

意

で

あ

る

と

考

え

ら

れ

る

。

ま

た

、

ジ

ョ

ー

ジ

・

フ

ォ

ッ

ク

ス

に

関

し

て

は

、

新

渡

戸

も

カ

ー

ラ

イ

ル

の

『

サ

ー

タ

ー

・

リ

ザ

ー

タ

ス

』

よ

り

知

り

得

た

と

述

べ

て

い

る

こ

と

を

考

え

合

わ

せ

る

と

、

こ

の

書

が

日

本

に

お

け

る

ク

ェ

ー

カ
ー
派
の
受
容
に
際
し
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

透

谷

は

、

一

八

九

二

（
明

治

二
五

）

年

か

ら

翌

年

に

か

け

て

、
「

各

人

心

宮

内

の

秘

宮

」
、
「

心

池

蓮

」
、
「

内

部

生

命

論

」
、
「

心

の

経

験

」

な

ど

、
「

心

」

を

主

題

と

す

る

評

論

を

精

力

的

に

発

表

す

る

。

発

表

の

時

期

は

、

上

に

示

し

た

ク

ェ

ー

カ

ー

派

と

の

親

密

な

関

係

に

あ

る

時

と

ほ

ぽ

重

な

っ

て

お

り

、

こ

れ

ら

の

言

説

に

タ

エ

ー
カ

ー

派

の
影

響

を

読

み

取

る

こ

と

は
困

難

で

は

な

い

だ

ろ

う

。

透

谷

は

「
心
」

を

ど

の
よ

う

に

把

握

し
て

い

た

の
で

あ

ろ

う

か
。

透

谷

は

、
「

心

の

経

験

」

の

な

か

で

、

心

を

「
霊

魂

の
謂

に

し
て

、

人

間

の
生
命
の
裡
の
生
命
な
り
」
（
「
心
の
経
験
」
『
全
集
』
二
巻
　
三
一
九
頁
）
と
述

べ

る

よ

う

に

、
「
心

」

を

人

間
存

在

の

枢

軸

に

位

置

づ
け

。
「
神

の

如

ぎ

性
」

が

宿

り

、
「
神

の

事

を

経

験

す

る
」

場

所

と

規

定
し

た

。

心

に
宿

る

「
神

の

如

き

性

」

と

は

、
「
内

部

生

命

論

」

の

な

か

で

、

命

の

躍
動

感

が
漲

る

「
生

命

の

木

」
（
「
内
部

生
命
論
」
前
掲
　

二
四
〇
頁
）

と

い

う

表

現

が

使

わ

れ

る
。

透
谷

は

、

こ

の

「
生

命

の

木
」

を

「
人

間

の

心

の
中

に
植

ゑ

付

け

た
」

も

の

こ

そ

キ
リ

ス

ト

教

と

理

解

し

た
。

彼

は

、
「
生

命

の

木

」
、
「
神

の

如

き

性

」

が
宿

る
場

所

を
、
「

心
」

の
な

か
の

「
秘

宮
」

と

し

、
「

心
」

を

二
重

構

造

と

捉

え

る
。

心

に
宮

あ
り

、

宮

の

奥

に
他

の
秘

宮
あ

り

、

そ

の

第

一

の

宮

に

は
人

の

来

り

観

る
事

を

許

せ

ど

も

、

そ

の

秘
宮

に

は
各

人

之

に

鑰

し
て

容

易

に

人

を

近

か
し

め
ず

、

そ

の

第

一

の

宮

に
於

て

人

は
其

処

世

の
道

を

講

じ

。

其

希

望

、

其
生

命
の

表

白
を

な

せ

ど
、

第

二
の

秘

宮

は

常

に
沈

冥

に
し

て

無

言

。

蓋

世

の
大

詩

人

を

も

之

に
突

入

す

る
を

得

せ

し

め
ず

。

（
「
各
人

心
宮
内
の
秘
宮
」
『
全
集
』
二
巻
　

九
頁
）

「
秘

宮
」

は

、

人

間

社

会

と

遮
断

さ

れ

た

非

日

常

の

世

界

で

あ

り

、
「
神

の

霊

と

の

親

し

き

関

係

」
（
「
心
の
経
験
」

前
掲
　

三

二
〇

頁
）

を

築

く

世
界

で

あ

る
。
透
谷
は
、
「
神
の
愛
を
味
ひ
、
神
の
義
を
味
ひ
、
神
の
恩
を
味
ふ
も
の

も
心
な
り
」
（
「
心
の
経
験
」
前
掲
＝
三
二
一
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、
「
秘
宮
」
の



気

づ

き

が

、

神

を

認

識
す

る
こ

と

に
繋

が

る
。

透

谷

に
お
け

る

キ

リ

ス
ト

教

信
仰
は
、
新
渡
戸
と
同
様
に
聖
書
や
儀
式
よ
り
も
、
人
間
と
超
越
と
の
関
係

を

認

識

す

る

内
面

的

な
信

仰

が
そ

の
基

盤

に
あ

る
と

い
え

る

。

と

こ

ろ

で

、

透
谷

は
、

人

間

の

「

心
」

に

は
本

来

的

に

「
神

の

如

ぎ

性

」

が

宿

っ
て

い

る

と

い

う

理

解

を

示

さ

な

い

。
「
心

は

自

己

の

意

志

を

有

す

る

が

故

に

、

生

命

の

裡

の

生

命

た

る

を

得

る

な

り

。
」
（
「
心
の
経

験
」
前
掲
　

三

一

九
頁
）
と

い

う

言

葉

が

示

す

よ

う

に
、
「
神

の

如

き

性

」

は

「
自

己

の

意

志

」

に

よ

っ
て

獲

得

す

べ

き

も

の

で

あ

っ

た

。

そ

れ

は
、

換

言

す

れ

ば

、

「
心

の

思

求

」
（
「
心
の
経

験
」

前
掲
　

三
二
〇
頁
）
の

必
要

性

を

主

張

す

る
も

の

で
あ
っ
た
。
「
吾
人
の
心
は
常
に
絶
対
に
向
つ
て
何
物
を
か
求
め
つ
つ
あ
り
」

（
「
心
池
茘
」
『
全
集
』
二
巻
　
一
三
八
頁
）
。
「
救
は
る
べ
ぎ
者
に
な
る
と
否
と
は
、

彼
の
自
力
な
り
」
（
「
各
人
心
宮
内
の
秘
宮
」
前
掲
　
一
二
頁
）
と
述
べ
る
よ
う
に
。

人
間

の

「
思

求

」

の

有

無

の

点

か

ら

、

透

谷

に

お
け

る

「
神

の
如

ぎ

性
」

の

普

遍

性

は
保

証

さ

れ

ず

、

従

っ
て

、

人

間

の

平

等

性

も
保

た

れ

得

な

い
。

こ

の

点

に
新

渡
戸

と

の

相

違

が

顕

著

で

あ

り

、

ク

ェ
ー

カ

ー

派

の

教

義

と

の
距

離

が
見

い

出
さ

れ

る
。

新

渡
戸

が

理

解

す

る

「
内

な

る
光

」

と

は

。

万

人

に
平

等

に

宿

る

と

い

う

光

の
普

遍
性

に
基

づ
く

も

の

で

あ

り

、

ク

ェ
ー

カ
ー

派

の

教

義

が
反

映

さ

れ

て

い

る
こ

と

は
す

で

に

見

て

き

た
。

彼

は

、

こ

の

光

を

媒

介

と

し

て

「
無

意

識

の

行

為

で

神

を

求

め

得

る
」
（
「
昇

る
階
段
」
「
人
生
雑

感
』
『
全
集
』
一
〇

巻

一
九
六
頁
）

と

説

く
。

そ

れ

は

、
「
己

れ

の

意

志
も

無

く
し

て

神

の
手

に

任

せ

る

」
（
「
昇

る
階
段
」
前
掲
　

一
九
六
頁
）
こ

と

で
あ

り

、
神

に

導

か

れ

る

ま

ま

、

自
己

を
神

に

全
面

的

に
委

ね

る
姿

勢

を

示

し
て

い
る
。

こ

こ

に

。

沈
黙

の

う

ち

に
主

を

待

ち
望

む

ク

ェ
ー

カ

ー
派

の

礼

拝
の

あ

り

様

が

思

い

起

こ
さ

れ

る
。

さ
て

、
両

者

に

は
こ

の
よ

う

な

相

違

が

あ

る
も

の

の

、

新

渡
戸

も
透

谷

も

「
心

」
で

邂

逅
す

る

「
神

」

を

親

和

的

な

存

在
と

し

て

捉

え

る

。

○

何

を

す

る

に

も

、

一
寸

自

分

の

心

で

神
様

に
伺

っ

て

か

ら

、

善

い
と

思

へ
ば
遣
る
。
　
（
新
渡
戸
「
友
会
徒
の
生
活
」
『
人
生
雑
感
』
前
掲
　
三
一
頁
）

○

而

し

て

絶

対

は

必

ら
ず

し

も

遠

く

吾

人

の

心
を

離

る

人
も

の

に

あ
ら

ず

。

天

国

は

常

に

近

き

に
あ

る

な
り

。

（
透
谷
「
心
池
蓮
」
前
掲
　

一
三
八
頁
）

こ

こ

で
、
「
絶

対

」
「
天
国

」

は

、
「
神

」

と

ほ

ぽ

同

じ

意

味

の

言

葉

と

し

て

使

わ

れ

、

そ

れ

ら

は

超
越

な

る

「
他

者

」

と
し

て

把

握

さ

れ

る

。

そ

の

点

は
、

フ

ォ

ッ

ク

ス

が
、

光

の

体

験

を

「
汝

ら

の

心

を

主

に

結

び

合

せ
」
（
書

簡
二
四
（
一
六
五
三
）
な
ど
、
「
主
」
を
「
他
者
」
と
し
て
語
る
と
こ
ろ
に
通

じ

る
。

と

こ

ろ

が

、

次

の

透

谷

の
文

章

を

見

る

と

そ

の

「

他
者

」

性

が

曖

昧

に
な
る
。
「
心
と
宇
宙
と
は
其
距
離
甚
だ
遠
か
ら
ざ
る
な
り
、
観
ず
れ
ば
宇

宙
も
心
の
中
に
あ
る
な
り
」
（
「
心
の
死
活
を
論
ず
」
『
全
集
』
二
巻
九
七
頁
）
。

そ

れ

は
、

新

渡

戸

に

お

い

て

も

、
「
神

」

と

の

邂

逅

の

体

験

の

意

と

す

る

「
宇
宙
意
識
」
を
「
”
全
体
”
の
生
命
と
個
人
の
生
命
と
の
同
一
性
を
思
索
す

る
」
（
「
日
本
人
の
ク
ェ
ー
カ
ー
観
」
『
日
本
文
化
の
講
義
』
『
全
集
』
一
九
巻
　
四
一

六
頁
）

と

表
現

す

る
と

こ

ろ

に
見

い
出

さ

れ

る

。

両
者

は

自
己

の

中

に

超

越

な

る

も

の
を

、

ま

た
、

超

越

な

る

も

の

の
中

に

自

己

を

解

消

さ
せ

て

い

く

。

こ
こ

に

、
超

越

な

る
も

の
と

自

己

と

の
距

離

が

究

極

ま

で

近

づ
け

ら

れ

、

一

体
化

す

る
と

い

う
新

た

な
世

界

観

が

示

さ
れ

る
が

、

こ

れ

は
別

に
詳

細

に
検
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討

さ

れ

る
必

要

が

あ

る

だ

ろ

う
。

四
　

信

仰

と

社

会

活

動

次

に

、

ク

ェ
ー

カ
ー

派

の
特

徴

の

一

つ
で

あ

る
全

人

類

の
結

合

、

世

界

の

一

致

を

目

指

し

た

社

会
活

動

の
視

点

か
ら

。
新

渡

戸
と

透

谷

の

活

動

に

つ

い

て

検

証

し

た
い

。

新

渡

戸

は

生

涯

を

通

し
て

「
実

行

」

を
重

視

し

た
。

唯

朝

夕

の

祈

祷

に
於

て

、

神

に
近

づ
き

、

神

に
交

は
り

、

神

の

力

を

心

に

実

験

し

て

、
之

を

身

に
顕

は
す

様

に
す

る
が

何

よ

り

肝

要

の

事

で

あ

る

、

宗

教

を
研

究

す

る
は

実

行

に
於

て

す

る
外

は

無

い

。

（
「
宗
教
と
は
何
ぞ
や
」
『
人
生
雑
感
』
『
全
集
』
一
〇
巻
　

ニ

ー
頁
）

新

渡

戸

は
、
「
実

行

」

す

る

こ

と

に

よ

っ
て

「
宗

教

の

極

意
」

に

達

す

る

と

理

解

す

る
。

神

の
御

旨

は

常

住

坐

臥

の

行

動

に

悉

く

表

れ

る
。

こ

こ

に
、

キ

リ

ス

ト
教

実

践

倫

理

を

見

い

出

す

こ
と

が

で

き

る
。
「
内

な

る
光

」

の

普

遍

性

に

基

づ
く

社

会

活

動

の

重

視

は

ク

ェ
ー

カ
ー

派

の

特

徴

の

ひ

と

つ
で

も

あ

り

。
国

際
交

流
や

教

育

活

動

な

ど

多

方

面

で

活

動

し

た

新

渡

戸

に

お

い
て

そ

れ

が

顕

著
で

あ

る
。

新

渡

戸

は

、
「
内

な

る
光

」
」

を

媒

介

と
し

て

、
人

間

と

神

と

の

一
体

化

を
遂

げ

た
後

、

そ

れ

を

観

念

の

世

界

に

と

ど

め

る

の
で

は

な

く

、

社

会

に
対

し

て

愛

と

い

う

か

た

ち

で

実

践

す

る

こ

と

に

よ

っ
て

神

の

御

旨

の

具
現

化

を

強

調

し

た

。

愛

は

自

己

と

他

者

を

結

び

つ
け

、

そ

の
愛

を

基

盤

と

す

る
社

会

を

構

築

す

る

こ

と

に

よ

っ
て

、

神

の
御

旨

は
可

視

化

さ

れ

る
。

そ

れ

は
、

矛

盾

や

不

調

和

、

不

安

に

満

ち

た

人

生

に

お

い
て

、

愛

に
よ

る

「
調

和

」

を

与

え

る

も

の

と

し
て

重

視

さ

れ

た
。

ク

ェ
ー

カ
ー

派

の

中

心

的

教

義
で

あ

る

「
内

な

る
光

」

の

普

遍

性

に

よ

る

人

間

の

「
調
和

」

の

構

想

、

す

な

わ
ち

、

世

界

平
和

の
構

想

が

新

渡

戸

の

多

方
面
に
わ
た
る
活
動
の
中
心
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
新
渡
戸
の
平
和
構

想

に

基

づ

く

活
動

は

、

当

時

に

お
け

る
東

洋

と

西

洋

の
分

断

、

人

間

の
闘

争

に

対

し

て

、

人

間

に
内

在

す

る

「
内

な
る

光

」

の
絶

対

的

信

頼

の

上

に
行

わ

れ

た

。

そ
れ
に
対
し
て
、
透
谷
の
場
合
は
、
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
「
文
芸
（
純
文

学

と

言

ふ

も

宜

し
）

の

範

囲

に
於

て

、

根

本

の

生
命

を

伝

へ

ん

と

す

る

は

、

文
芸
に
従
事
す
る
も
の
の
任
な
り
」
（
「
内
部
生
命
論
」
前
掲
　
二
四
四
頁
）
と

い

う

一
文

が
彼

の
使

命

感

を

力

強

く

表

し

て

い

る
。

透

谷

は
、

人

間
存

在

の

中
核

と

し

た

「
根

本

の

生

命

」

の

気

づ

き

、
す

な
わ

ち

、

人
間

の
生

の

検

証

を
伝

播

す

る

使

命

を

悟

り

、

文

筆
活

動

に
専

念

し

た

。

透

谷
の

活

動

の

思

想

的

背

景

に

は

、
「
天

地

の

経

綸

は

ひ
と

り

社

界

経

済

の

手

」

に

あ

る

の

で

は

な
く
「
コ
ン
シ
ス
テ
ン
ト
（
調
実
）
」
（
「
最
後
の
勝
利
者
は
誰
ぞ
」
『
全
集
』
一
巻

＝
二

八
頁
）
で

あ

る

「

基

督

」

に

あ

る

と

い

う

世
界

観
が

存

在

し

た
。
「
心

の
基

督

に
通

じ

た
る

と

き

」
、

す

な

わ

ち

、
「

心

の
奥

の

秘

宮
開

か

れ
て

、

聖

霊

の

猛

火

其

中

に

突

進

し

た

る

瞬

時

」

に
、
「

真

に

基

督

の

弟

子

」

と

な

る

（
「
各

人
心

宮
内
の
秘

宮
」

前
掲
　

一
一
頁
）

と

語

る

と

こ

ろ

か
ら

、

透

谷

は
、

「
基

督
」

に

よ

る

「
調

実

」

が

支

配

す

る

社

会

へ

の

転

換

に

向
け

て

、

各

自

が

「
真

に
基

督

の

弟

子

」

と

な

る

こ

と

、
す

な

わ
ち

、
内

的
平

和

の

構

築

を

最

優

先

さ
せ

た

の

で

は

な

か

ろ

う

か

。

従

っ
て

、

透

谷

の
場

合

。
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よ
う
に
、
人
間
存
在
を
「
内
な
る
光
」

を
媒
介
と
し

た
神

と
の
関
係
性

か
ら

捉
え
る
垂
直
方
向

に
よ
る
認
識
が
、
人
間
間

に
お
け

る
愛

の
実
践
と

い
う
水

平
方
向
へ
と
転
換
す
る
と

い
う
よ
り
も

、
む
し
ろ
自
己
と
神
と

の
世
界
を
重

視
す
る
傾
向
が
強
く
。
観
念
の
世
界
に
閉
じ

る
構

造
を
持

つ
と

い
え

る
だ
ろ

う
。
透
谷

に
お
い
て
、

ク
ェ
ー
カ
ー
派

の
特
微

の
ひ
と

つ
で

あ
る
光
の
普
遍

性

に
基
づ
く
実
践
重
視
の
点
は
、
新
渡
戸

と
比
較
す

る
と
消
極
的
で
あ

っ
た

こ
と
は
否

め
な

い
。
そ
こ

に
は
、

ク
ェ
ー
カ
ー
派
の
人

々
と
の
親
密
な
関
係

を
築
き
な
が
ら
も
、
自
ら
が

ク
ェ
ー
カ
ー
教
徒

と
し
て

の
生
を
選
択
し
な

か

っ
た
透
谷
の
意
志
が
表
れ
て
い
る
。

お

わ

り

に

以

上
、
新
渡
戸
稲
造
と
北
村
透
谷
に
お
け

る
「
心
」

の
言
説

を
手
が

か
り

に
、
近
代
日
本

に
お
け

る
自
己
認
識
に
つ
い
て

考
察
し
て

き
た
。
そ
の
結
果
、

両
者

に
お
け
る
人
間

観
に
は
、
「
心
」

に
お
い
て
超

越
な
る
も
の
と
の
関
係

性
を
認
識
す

る
と

い
う
内
面
的
な
信
仰
が
大
き

な
意
味
を
有
す
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
こ
れ
ら

は
、

ク
ェ
ー
カ
ー
派
を
通
じ
た
キ
リ
ス
ト
教
思
想
が
反
映

さ
れ
た
。
近
代
日
本

に
お
け
る
自
律
的
主
体
形

成
の
ひ
と
つ
の
あ
り
方
で

あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
両
者

の
思
想
は
、
近

代
日
本
の
思
想
状
況

の
特
徴
と
さ

れ
る
「
「
内
部
」
へ
の
超
越
」
と
い
う
思
想
の
系
譜
に
位
置
付
け
る
こ
と
が

で
き
る
で
あ
ろ
う
。

ク
ェ
ー
カ
ー
派
の
教

義
に
基
づ
く
人
間
観

は
そ
の
後
、
「
新
渡
戸
先
生
よ

り
は
人
を
学
ん
」
だ
と
述
懐
す
る
矢
内
原
忠
雄
を
は
じ
め
と
す
る
新
渡
戸
か

ら
薫
陶
を
受
け
た
弟
子
た
ち
に
継
承
さ
れ
る
と
と
も
に
、
『
修
養
』
、
『
世
渡

り
の
道
』
な
ど
の
修
養
書
を
通
じ
て
一
般
の
人
々
に
広
く
浸
透
し
た
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
「
「
内
部
」
へ
の
超
越
」
が
受
容
さ
れ
る
思

想
的
基
盤
は
階
層

を

超
え
て
当
時
の
日
本
に
構
築
さ
れ
て
い

っ
た
こ
と
が
窺
え

る
。

本
稿
に
お
け
る
新
渡
戸
稲
造
の
著
作
の
引
用
は
、
『
新
渡
戸
稲
造
全
集
』
教
文
館

（
一
九
六
九
～
二
〇
〇
一
）
、
北
村
透
谷
の
著
作
の
引
用
は
、
「
透
谷
全
集
」
岩
波
書

店
（
一
九
七
八
～
一
九
七
九
）
に
よ
る
。

（
１
）
　
ク
ェ
ー
カ
ー
派
に
つ
い
て
の
解
説
は
、
シ
ド
ー
ニ
ー
・
ル
ー
カ
ス
（
編
）
、
入

江
勇
起
男
訳
『
ク
エ
ー
カ
ー
の
真
義
』
（
基
督
友
会
日
本
年
会
　
一
九
五
二
）
、

（

ワ
ー
ド
・
Ｈ

・
ブ
リ
ン
ト
ン
　
高
橋
雪
子
訳

『
ク
ェ
ー
カ
ー
三
百
年
史
‐

そ

の
信
仰
の
本
質
と
実
践
｜

』
基
督
友
会
日
本
年

会
　

一
九
六
一
、
ル
イ
ス

ー
ベ

ン
ス
ン
　
小
泉
文
子
訳
『
ク
エ
ー
カ
ー
信
仰
の
本
質
』
（
教
文
館
　
一
九
九
四
）

な
ど
に
詳
し

い
。

（
２
）
　
前
掲
、
『
ク
ェ
ー
カ
ー
三
百
年
史
―
そ
の
信
仰
の
本
質
と
実
践
―
』
四
〇
頁

（
３
）
　
前
掲
、
『
ク
ェ
ー
カ
ー
三
百
年
史
―
そ
の
信
仰
の
本
質
と
実
践
―
』
四
九
～

五
〇
頁

（
４
）
　
新
渡

戸
は
、
『
サ
ー
タ
ー
・
リ
ザ
ー

タ
ス
』
に

お
い
て

「
私

は
ジ
ョ
ー
ジ

ー

フ
ォ
ッ
ク

ス
賞
賛
を
学
ん
だ
」
（
「
私
が
友
会
徒
と
な

っ
た
理
由
」
（
ホ
ル
テ

ィ

モ
ア
友
会
機

関
誌
「
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
」
（
一
八
八
七
年
三
月
二
一
日
）
『
全

集
』
二
二
巻
　

四

八
頁
）
と
の
記
載
が
あ
る
。

（
５
）
　
前
掲
、
「
ク
ェ
ー
カ
ー
三
百
年
史
―
そ
の
信
仰
の
本
質
と
実
践
―
」
一
〇
七

頁

（
６
）
　
拙
稿
「
新
渡
戸
稲
造
に
お
け
る
「
鯛
和
」
―
「
修
養
」
概
念
を
て
が
か
り
と

し
て
―
」
二
〇
〇
四
年
九
月
「
日
本
思
想
史
学
」
三
六
号
（
日
本
思
想
史
学

会
）
　一
五
九

～
一
七
六
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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（
７
）
　
竹
内
整
一

『
自
己
超
越
の
思
想
』
弘
文
堂
　

一
九
七
八
　

八
三
頁

（
８
）
「
内
村
鑑
三
と
新
渡
戸
稲
造
」
『
矢
内
原
忠
雄
全
集
』
二
四
巻
岩
波
書
店

一
九
六
五
　

一
三
四
頁

（
９
）
『
修
養
』
の
発
行
部
数
は
一
九
一
四
年
に
縮
刷
版
と
し
て
二
九
版
、
一
九
二

四
年
に
は
一
〇
〇
版
に
及
ぶ
．
（
『
全
集
』
七
巻
　
解
題
　
六
九
一
頁
）

（
も
り
か
み
・
ゆ
う
こ
、
近
代
日
本
思
想
、
お
茶
の
水
女
子
大
学

比

較

日

本

学

教

育

研

究

セ
ン

タ
ー

客

員
研

究

員
）
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